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１．概要（Summary） 

 小さいモード体積により高い Purcell 効果が期待できる

フォトニック結晶ナノビーム共振器を作製し、時間分解測

定によってその発行増強効果を調べた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速大面積電子線描画装置、高速シリコン深掘りエッチ

ング装置、ステルスダイサー、クリーンドラフト潤沢超純水

付 

【実験方法】 

 電子線描画装置を用い、数万個のナノビーム共振器を

SOI ウエハ上に描画し、共振器構造をドライエッチングと

ウェットエッチングによって作製した。さらに、カーボンナノ

チューブを成長させるための土台となる部分を Si をスパッ

タによって成膜した後、研究室でカーボンナノチューブを

合成した。作製したデバイスの発光寿命の変化を時間分

解測定で評価した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

共振器と光結合したカーボンナノチューブは同じ長さ、

カイラリティのカーボンナノチューブと比べて早い発光寿

命を示すことが確認された。発光寿命の変化と発光強度

の変化を解析することで、カーボンナノチューブ発光に寄

与する発光緩和過程と非発光緩和過程について新たな

知見が得られた。 

 

 

Figure Scanning electron micrograph of nanobeam 

devices with catalyst spacer structures 
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